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１ ICT を活用した住民参画の方法 

ICT を活用した住民参画とは何ですか？ 

キーワード 
・既存の住民参画手段の課題 

・ICT 活用のメリット 

・ICT 活用の課題と対応策 
関連項目 
・【総論】 ３ 地域における住民参画の必要性 

 

・住民参画には、地域社会における課題解決に、地域住民がその担い手として参画していくよう、

地域コミュニティを再生すること（＝「地域社会への住民参画」）と、地方自治体における政策形

成の過程に、地域住民が積極的に参画していくこと（＝「地方行政への住民参画」）がありま

す。 

 

・既存の「地域社会への住民参画」手段としては、自治会、町内会活動や、学校区を単位とした

PTA 活動などがあげられます。近所づきあいなども、地域社会への住民参画のひとつの手段と

考えられます。最近では、特に都市部におけるコミュニティ意識の希薄化などが問題点としてあ

げられますが、ＩＣＴを活用することによって地域単位のコミュニティに加え、それぞれの住民が

関心のあるテーマごとに複層的なコミュニティを手軽に形成することができるようになります。 

 

・一方、既存の「地方行政への住民参画」手段（住民への情報提供を含む）としては、例えば広報

紙、審議会、市政懇談会、市政モニター、住民投票などがあります。 

・これらの手段は、例えば広報紙の場合、紙面の制約による情報量の制限や発行頻度による情

報更新頻度などが、また審議会、市政懇談会などは、開催場所・時間によって出席できない場

合があること、開催頻度や討議時間が限られていることなどが、問題としてあげられます。 

・これらの既存の手段に対し、ICT を活用した地方行政への住民参画手段としては、例えばホー

ムページ、メールマガジン、E メールでの意見受付け、電子会議室、電子アンケートシステムな

どがあります。 

・これらの手段は、従来の方法に比べて、24時間 365日好きな場所から誰でも利用できる、情報

量の制約がない、過去に遡って検索などもできる、頻繁に更新し常に最新情報を提供できる、

議論が継続的であるなどの長所があります。 

 

・ICT の活用に関しては、高齢者などパソコン利用が苦手な人（世代格差）や、ブロードバンド（高

速大容量）回線のサービスが提供されていない地域（地域格差）のような、いわゆるデジタルデ

ィバイド（情報格差）の問題があります。また、直接顔が見えないことから生じる成りすましなど

への対策や、電子会議室などで見られる誹謗中傷などの不適切行為への対応、行政内のルー

ル（職員の参加や意見の集約・反映方法など）が未整備といった課題があります。 
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・これらの課題に対応するため、バリアフリー技術の活用や研修、サポート体制の充実、公的個

人認証サービスの活用、電子会議室の運営ガイドラインの作成、行政内ルールの確立、議会

や既存の手段との関係整理などを行うことが考えられます。 

 

 

既存の地方行政への住民参画手段（情報提供を含む）とＩＣＴ活用との比較 

項目 既存手段 ICT（情報通信技術） 

活用例 ・広報誌 ・市政懇談会 

・審議会    ・市政モニター 

・住民投票 など 

 

・ホームページ  ・メールマガジン 

・Ｅメール     ・電子会議室 

・地域 SNS    ・電子アンケート 

など 

長所 ○パソコン等の知識が不要で誰でも参加

できる 

○行政担当者の対応がある程度成熟し

ている 

○住民からの意見の活用方策が比較的

ルール化されている 

○時間的、場所的制約がない 

○継続して行政に関わる場の提供が可能 

○障害者等の参加が容易（ただし、障害の内容

に応じた対応が必要） 

○速報性があり、情報の更新が容易 

○時間・経費が比較的かからない 

○いつでも、どこでも、誰でも参加でき、議論がオ

ープン 

○年齢、職業、居住地などの属性に関係なく議

論が可能 

課題 

（ →は考

えられる

対応策） 

●時間的、場所的制約 

●継続して行政に関わる場の提供が難し

い 

●障害者等が参加する場合には負担が

大きい 

●速報性がなく、情報の更新が難しい 

●時間・経費がかかる 

●市政懇談会等では参加者が地域的に

限られる 

●行政への苦情や要望など一方的なも

のになりがち 

●パソコン等のリテラシーが必要（デジタルディバ

イドの問題） 

 →バリアフリー技術やテレビ端末の活用、フォ

ロー体制の確立 

●成りすましや改ざんの危険性がある 

 →公的個人認証サービスの導入 

●誹謗中傷、ネット上の「あらし」 

 →会議室運営のガイドライン策定（テーマ設定、

実名か匿名か、ファシリテータの役割など） 

●行政担当者の対応のルールが確立していない 

 →行政内部でのルールの確立 

●住民から提案された意見の活用方策が確立さ

れていない 

 →議会との関係の整理、既存の民意反映チャ

ンネルとの補完関係の整理 
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ＩＣＴを活用した地域社会への住民参画の例（岡山市電子町内会） 

 

・岡山市では、平成 13 年度から、コミュニティの活性化と地域からの情報発信を目的に、ウェブ

ページによる情報発信と電子回覧板、電子掲示板などの会員専用コミュニティ機能を備えた

「電子町内会」への取り組みを市民と協働で進めてきました。 

・平成 18 年 2 月 1 日現在、市内 48 町内会、2807 人が参加しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://townweb.litcity.ne.jp/d-chounai/
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２ 主な ICT住民参画手段 

ICT を活用した住民参画手段には、どのようなものがありますか？ 

キーワード 
・電子会議室 

・地域 SNS 

・電子アンケート 
関連項目 
【導入検討編】 ３ 地域 SNS とは 

【導入検討編】 ６ 電子アンケートとは 

 

・ICT を活用した住民参画手段としては、情報提供のためのホームページやメールマガジン、電

子メールでの意見受付など様々なものがありますが、ここでは、「電子会議室」「地域 SNS（ソー

シャルネットワークサービス）」「電子アンケート」についてご紹介いたします。 

 

【電子会議室】 

・電子会議室とは、インターネットの画面（ウェブページ）上に、参加者が様々な書き込みをして意

見交換や議論を展開するものです。議論を円滑にするために、進行役を置く場合もあります。 

・直接集まる会議と違って、電子会議室は時間や場所の制約がなく、誰でも平等に発言できるメ

リットがあります。ただし、パソコンや携帯電話を持っていないと参加できないというデメリットも

あります。 

・電子会議室が開設されている地方公共団体の数は、平成１６年４月１日現在では９００団体を

超えていましたが、平成１７年４月１日現在では６５８団体となっており（総務省「地方公共団体

における行政情報化の推進状況調査」より）、多くは閑古鳥が鳴いており、不適切発言などによ

り閉鎖に追い込まれるケースもあるなど、活発に活用されている例はほとんどありません。 

・電子会議室を有効に活用している例として、藤沢市の市民電子会議室があげられます。藤沢

市では 1997 年 2 月の実験開始以降、9 年間にわたり試行錯誤を繰り返し、住民、行政双方が

積極的に参加してきました。 

・藤沢市の場合、電子会議室の登録者数は人口の約 0.6％ですが、住民アンケート（約 0.2％）や、

市民モニター制度（約 0.02％）よりは多い割合を占めています。ひとつの手段で全体をカバーす

るのではなく、様々な手段の中から住民が選択できることが有効と考えられます。 

 

【地域 SNS】 

・SNS（ソーシャルネットワークサービス）とは、ブログ（インターネット上で公開する日記風サイト）

と電子会議室を組み合わせて、招待制（友人の招待がないと参加できない）にしたものです。ア

メリカではフレンドスター、韓国ではサイワールド、日本では mixi（ミクシィ）が、それぞれ参加者

数最大の SNS です。 

・これらの SNS は全国（あるいは世界）規模のサービスですが、これを地域での利用、運用に重
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点を置いたものが地域 SNS です。 

・日本の地方自治体で始めて地域SNSを導入したのは、八代市の「ごろっとやっちろ」です。八代

市では、電子会議室から地域 SNS に切り替えたことにより、参加者が約 3 倍（人口の約 0.3～

0.4％から約１％）に増加しました。 

・今回、開発・実証実験を行った地域 SNS については、別項で詳しくご紹介いたします。 

 

【電子アンケート】 

・電子アンケートとは、インターネットを用いてアンケート調査を行うもので、画面（ウェブサイト）上

で回答します。 

・紙で行う場合に比べて、印刷、郵送などの手間やコストが不要であり、より多くの人に、何度も

繰り返してアンケートすることができます。また、印刷、郵送、回収、入力の時間が不要または

大幅に短縮されることから、結果を得るまでの期間を大幅に短縮できます。 

・今回、開発・実証実験を行った電子アンケートについては、別項で詳しくご紹介いたします。 

 

・地域 SNS や電子アンケートなど、インターネットを使って行うサービスについては、高齢者など

より多くの人の参加を容易にするため。利用できる端末をパソコンから携帯電話、双方向テレビ

（地上デジタル放送、CATV）などへと拡大していくことが有効と考えられます。 
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 電子会議室の例：藤沢市市民電子会議室 【再掲】 

http://www.city.fujisawa.kanagawa.jp/ d̃enshi/ 

 

主な住民参画の手段と特徴（藤沢市（人口約38万人）を例として） 

項目 参加人数 
人口割

合 
属性 特徴 

市民電子会議室 登録者 2,600 人 0.6% 男性 66%、20～30 代で

59%. 

時間・場所に関係なく参

加できる。双方向の議論

ができる。 
住民アンケート 

（くらしと情報化に関

する市民意識調査

（2005 年実施）） 

有効回答 702 票

（発送 2,000票） 

約 0.2%

  

やや高齢者・女性に偏

る 

科学的に標本抽出を行

っており定量的な結果の

信頼性が高い。 

くらし・まちづくり会議 （運営委員の数、

開催数党は13地

区毎に異なる） 

－ － 地区内の細かなテーマ

に対して、議論や活動を

行うことができる。 
市民モニター制度 90 人（登録者数） 0.02% － 簡単にアンケート等を行

うことができる。 
電話・窓口（要望、ク

レーム、問い合わせ） 

不明（未集計） － 不明（未集計） 気軽に思ったことを言う

ことができる。 
パブリックコメント （ 数 件 ～ 数 十

件？） 

－ － 必ず意見への返事があ

り、内容により、きちんと

計画等に反映される。 
選挙（H16 市長選） 投票数 97,573 人 31.3% 不明 － 
地域コミュニティ － － PTA を通じた親、高齢

者、自営業者の参加な

ど。学生・勤務者の参

加は少ない。 

－ 

資料：藤沢市へのヒアリングなどをもとに作成 
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国内の電子会議室の現状と対応策 
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地域 SNS の例：ごろっとやっちろ（八代市） 【再掲】 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

http://www.gorotto.com/ 

 

ごろっとやっちろの会員属性 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

資料：八代市
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ごろっとやっちろの利用状況の推移 

 

●会員増加とアクティブメンバー数 

 

 

●ごろっとやっちろと行政ホームページのページビュー（閲覧件数） 

 

 

資料：八代市

地域 SNS化 

地域 SNS化 
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地域 SNS の特徴 （他 ICT を用いた住民参画手段との比較） 

項目 地域ＳＮＳの特徴 他の手段との比較 
安心感（発言し

やすさ） 
・招待制、プロフィールによる安心感がある。 
・発信者のプロフィール等により、情報の信頼性

が生まれる。 
・招待制の場合、招待してくれた人に色々と教

わることができる。 
・招待してくれた人の手前、マナー違反などは抑

制される。 
・メールアドレスを明かさずに、メッセージのやり

取りができる。 
・足あと機能により、誰が訪問してきたかがわか

る。 
・特定の人からのアクセスをブロックすることが

できる。 
・プロフィールや日記などについて、段階的（友

人まで、友人の友人までなど）に自己情報の

公開範囲を設定することができる。 
・会議室（コミュニティ）ごとに参加承認制とする

かどうか、公開・非公開を選択して設定するこ

とができる。 

【電子会議室】 
・匿名を許容した場合、情報の信頼性が

欠如したり、荒れる可能性がある。 
 
【ブログ】 
・公開範囲の設定ができない（原則一律

公開）。 

利便性（使いや

すさ） 
・マイページとして、自らの関心事項に係る新

着・更新情報を一覧できる。 

・SNS の中に、掲示板やブログなどの必要な機

能を集約できる。 

・地図情報との連携も可能。 

・写真や位置情報付きで携帯電話からの書き込

みも可能。 

・発言内容などの修正、削除ができる。 

・メッセージや新規書き込み等があったことをメ

ール配信で通知できる（プッシュ型のメリットも

兼ね備える）。 

・RSS を用いて、他の SNS やブログなどの新着

情報を集めたり、他に配信することができる。 

・新しい情報が優先的にトップページに表示さ

れ、古い情報から表示されなくなる。 

・個人を紹介するポータルサイトになる可能性

がある。 

【メーリングリスト】 

・情報が埋もれやすく、整理しにくい。 

・メールボックスが情報であふれる恐れ

がある。 

・画像などの添付ファイルが利用しにく

い。 

・発言内容の修正、削除ができない。 

 

【電子会議室】 

・プル型なので、魅力がないと閑古鳥が

鳴く可能性がある。 

 

【ブログ】  

・ブログ作成者対読者間の議論になりや

すく、多人数での本格的な議論は行い

にくい。 

 

電子会議室と地域 SNS  

   

電子会議室
公民館に集まって会議するイメージ
真剣な討議などに向いている

地域SNS
公園で知り合いと気軽に会話するイメージ
気軽なコミュニケーションに向いている

電子会議室
公民館に集まって会議するイメージ
真剣な討議などに向いている

地域SNS
公園で知り合いと気軽に会話するイメージ
気軽なコミュニケーションに向いている
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地域 SNS の例 （おここなごーか（長岡市）） 

http://www.sns.ococo.jp/ 

 

電子アンケートの例 （今回の実証実験で行った電子アンケートの画面）
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３ 地域SNS とは 

地域 SNS ではどんなことができるのですか？ 

キーワード 
・個人のポータルサイト 

・情報公開範囲の設定 

・日記、フォトアルバム、コミュニティ、地図 
関連項目 
【実践編 地域 SNS】 2-2 住民による運営のための体制 

【実践編 地域 SNS】 2-3 より多くの人に参加していただく方策 

【実践編 地域 SNS】 2-4 地域 SNS間の広域連携 

【実践編 地域 SNS】 5-3 コミュニティ機能の活用方法 

【実践編 地域 SNS】 5-6 まちかどレポーター 

【実践編 地域 SNS】 5-7 コミュニティでの電子アンケートシステムの活用方法 

【実践編 地域 SNS】 5-8 携帯電話からの地域 SNSの利用 

【実践編 地域 SNS】 7-1 災害発生時の活用方法 

 

・地域 SNS の主な機能としては、下表のようなものがあげられます。各機能については、次頁以

降でご紹介いたします。なお、地域 SNS の活用方法については、実践編にも掲載していますの

で、あわせてご参照ください。 

 

地域 SNS の主な機能 

機能 概要 

トップページ トップページ（ログイン後、最初に表示される各利用者のページ）には、友人の日記や参加して

いるコミュニティなどの最新情報が表示されます。また、地域 SNS の運営者や行政からのお知

らせなども表示されます。自分が関心のある情報を集約して一覧表示できることから、個人の

ポータル（入り口）サイトとして利用することができます。 

公開範囲の設定 地域SNSでは、個人のプロフィールや日記などを、地域SNSの参加者などに公開しますが、公

開範囲を、たとえば友人までに限定するなどの設定ができます。プロフィールの項目ごと、ある

いは日記ごとに、公開範囲を変えることもできます。 

日記 日記を書いたり、友人などの日記を読むことができます。日記にコメントをつけることもできま

す。 

フォトアルバム 自分で撮った写真などを登録してアルバムを作ることができます。日記と同じように公開したり、

コメントをもらうこともできます。 

コミュニティ 参加者同士が気軽に意見交換、情報交換する場です。地域 SNS 参加者なら誰でも、新しくコミ

ュニティを開設することができます。 

地図 日記やフォトアルバム、コミュニティのコメントなどについて、地図上に位置を示すことができま

す。逆に地図からコメントなどを表示することもできます。 

まちかどレポーター まちかどレポーターを任命し、日ごろから街の情報を提供します。災害時には各地域の災害情

報発信の役割を担います。 

災害時の画面切り替

え 

災害時などには、災害情報提供用の画面に切り替わり、行政などからの災害情報を充実すると

ともに、専用コミュニティを立ち上げ、「まちかどレポーター」などが各地の状況を報告します。 

携帯電話からの利用 地域 SNSの多くの機能は、携帯電話からでも利用できます。 

地域 SNS間連携 信頼できる地域 SNS間をつないで相互に交流できます。 
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ログイン画面（最初の画面） 

・多くのSNSは、参加者からの招待が必要ですが、この地域SNSは、招待がなくても参加登録す

ることができます。  

・「自動ログイン」にしておくと、次回からログインが不要となり、直接トップページが表示されま

す。 

・参加登録しなくても、ゲスト利用者として、以下の情報を見ることができます。 

【お知らせ】 

・運営者からのお知らせ 

・行政からのお知らせなど 

【日記、コミュニティ、フォトアルバム】 

・「一般に公開」（地域 SNSの外にも公開）設定しているものは、見ることができます。 
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トップページ（参加者それぞれの最初のページ） 

 ・トップページは、利用者それぞれが関心のある情報を集約して、一覧表示できますので個人

のポータル（入り口）サイトとして活用できます。 

・災害時には災害用画面に切り替わり、行政やコミュニティによる災害情報を入手できます。 

 

●行政からのお知らせ

●友達の日記の新着情報

●自分が参加しているコミュニティの新着情報

●友達のフォトアルバムの新着情報

●新着メール
●自分の日記などへの新着コメント

●カレンダー（自分の予定やイベント情報など）

●地域SNS運営者からのお知らせ

●その日の予定やイベント

●自分の日記

●自分のフォトアルバム

●行政からのお知らせ

●友達の日記の新着情報

●自分が参加しているコミュニティの新着情報

●友達のフォトアルバムの新着情報

●新着メール
●自分の日記などへの新着コメント

●カレンダー（自分の予定やイベント情報など）

●地域SNS運営者からのお知らせ

●その日の予定やイベント

●自分の日記

●自分のフォトアルバム




